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様式第４号（第９条関係） 

                      平成 29 年 12 月 25 日 

小野市議会議長    様 

                   

                 派遣議員   平田真実   ○印  

 

 議員派遣報告書 

 

 先般、実施しました議員派遣について下記のとおり報告いたします。

    

               記 

 

１ 派 遣 日           

平成 29 年 12 月 12 日 

 

 

２ 派遣議員 

山本悟朗議員・平田真実 

 

 

３ 派 遣 先 

ホテルグランヴィア京都 

 

 

４ 内  容 

「平成２９年度 情報化月間シンポジウム 自動運転が創るこれからの

モビリティ～自動運転は、地方交通の未来を切り拓けるか？～」 

 

 

５ 所 感 

 自動運転をめぐる最近の動向について、次世代交通システムを考える

上で、大きく２つの考え方がある。１つは自動走行システム、２つはシェ

アする社会への移行であり、次世代に期待されるものとして、自動運転
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とシェアリングを掛け合わせたものがこれから更に登場し、地域の中で

活用していくことが１つのキーワード・視点になっていくのではという

ことを学んだ。自動運転に関してよくまとめられる資料として官民ＩＴ

Ｓロードマップがある。これは内閣官房のＩＴＳ総合戦略本部の道路交

通ワーキングが自動運転にかかわる政府全体の方針をとりまとめたもの

である。これを見ると、現在どういったことが研究されていて今後どう

いった方向性に動いていくのかということが理解できる。２０２０年ま

でに高速道路でのレベル２の市販化、限定空間でのレベル４・５の実現

が計画されている。 

 そもそも、自動運転の定義としてレベル２までは安全運転に係る監

視・対応主体は運転者にあり、レベル３からはシステムが主体となる。

自動運転の目的として①安全②省力化③運転からの解放④モビリティと

まちづくりの革命が挙げられ、安全に関しては交通事故の９割がヒュー

マンエラーであるが、自動運転が実用化されても事故をゼロにすること

は容易なことではない。そして、国内の様々なところで実証実験が行わ

れているが、そもそも車までどのようにして移動するのかなど、短い距

離を考えた支援を合わせて解決していく必要がある。 

 もう一つの考え方としてシェアリングがあるが、これはモノ・サービ

スを共有するということで、交通分野ではこれまでから当たり前に行わ

れている。例えば、レンタカーは車そのものをシェアし、社会的関係の

下で行われる借用というようなものもシェアリングの考え方である。ま

た、サービスを共有するという視点で、バスやタクシーもシェアリング

の考え方に合致する。 

 カーシェアリングと自動運転は、自動回送・配車が可能なため、非常

に相性が良い。将来的に自動運転のできる自分の車を使用しない時間帯

に、車だけ走らせて車がお金を稼ぐということも否定することはできな

い。 

 ライドシェアは、国内ではＮＯＴＴＥＣＯというサービスなどがあり、

まだまだマーケット規模は小さいが相乗りする相手の素性を確認できる

ような形でサービスを共有するシステムがある。 

 新しい地域公共交通システムとして、これらのようなものを取り入れ、

車を個人で持つ必要はなく、地域で所有してそこに相乗りするというよ

うな新しい交通サービスを実現できる可能性がある。 
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 課題としては、コストの問題が非常に大きく、センサーやＧＰＳの精

度という技術にもまだ課題が山積しているようである。また、運行管理

の主体者は誰になるのか、実験から商用へ移行していくことに大きな焦

点が当てられる。これらを解決していくために、自動走行システムの開

発だけを待つのではなく、シェアリングという考え方を地域でも受け入

れ同時進行で普及していく必要がある。また、歩行・自転車を基軸に自

動運転を含めたまちづくりを再考し、これまでは供給者での議論であっ

たが、一般の議論を交えた参加型議論が必要であることを学んだ。自動

運転が地方交通の未来を切り拓くのではなく、自動運転をツールとして、

地域や地域住民がいかに未来を切り拓けるかが重要である。 
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